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こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
た

県
民
に
や
さ
し
い
病
院
へ

高
齢
出
産
や

先
進
治
療
に
対
応

　

県
立
中
央
病
院
の
再
ス
タ
ー

ト
を
機
に
、私
た
ち
は
、時
代
を

見
据
え
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
よ

り
一
層
や
さ
し
い
病
院
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、新
病
院
で
は
、現
代

社
会
が
直
面
す
る
課
題
で
あ
る

「
少
子
高
齢
化
」
に
対
応
し
、
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
、
お
年
寄

り
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
増
加
す
る
高
齢
出

産
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
にさまざまな専門家がワンストップで対応する相談室

病院長
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■シリーズ  

いしかわの歳時記

起舟祭

表紙について

起舟祭は、県内各地の港で開かれる旧
正月を祝う行事で、大漁旗をなびかせ
た漁船が港に集まり、その年の豊漁を
祈ります。もともとは冬の間、浜に引
き上げていた舟を再び海に浮かべたこ
とにちなむ行事で、藩政期から続くと
されています。当日は関係者が集まっ
て宴を開くのも習わしで、にぎやかな
雰囲気の中で漁師の皆さんは仕事始め
を迎えます。一方、今号のほっと石川
にも、県民の皆さんに知っていただき
たい話題が“大漁”です。ぜひお楽し
みください。

表紙切り絵制作／さぶさちえ （金沢市出身）
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総
合
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
強
化
し
、
が
ん
治
療
で
は
、

高
齢
の
患
者
さ
ん
の
体
へ
の
負

担
を
抑
え
る
先
進
治
療
を
積
極

的
に
導
入
で
き
る
よ
う
、
化
学

療
法
室
や
手
術
室
な
ど
の
設
計

に
も
気
を
配
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
個
室

的
4
床
室
や
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
導
入
に
と
も
な
う
救
命
救
急

機
能
の
充
実
な
ど
、
新
病
院
で

は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
特
色
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。

多
彩
な
専
門
家
で

支
え
る
相
談
体
制

　

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
っ

て
す
ぐ
に
16
室
構
え
た
相
談
室

も
、
当
院
の
姿
勢
を
色
濃
く
表

す
設
備
で
す
。
当
院
は
、
高
度

専
門
医
療
を
提
供

す
る
医
療
機
関
と

し
て
、
命
に
か
か

わ
る
病
気
や
発
症

直
後
の
急
性
期
の

診
療
が
主
な
役
割

で
あ
り
、
回
復
期

や
慢
性
期
に
は
患

者
さ
ん
が
暮
ら
す
地
域
の
医
療

機
関
な
ど
に
引
き
継
ぐ
ケ
ー
ス

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家

族
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
治
療

や
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
大
き
な

不
安
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
悩
み
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
が
相
談
室
で
、
内
容
に
応

じ
て
看
護
師
や
臨
床
心
理
士
、

栄
養
士
、薬
剤
師
、介
護
士
な
ど

が
対
応
し
ま
す
。

　

県
立
中
央
病
院
で
は
、
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
診
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
医
師
を
中
心
に

医
療
・
福
祉
分
野
の
多
彩
な
専

門
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
に
、
今

ま
で
以
上
に
力
を
注
い
で
い
く

考
え
で
す
。

診療スタート！
特集

新県立中央病院
建て替え工事を進めていた「石川県立中央病院」が完成し、今
月から診療をスタートしました。1976年に現在の場所に開院し
てから41年。温かみのある外観に生まれ変わった新病院は、
健康面から県民の安全・安心を守るための特色にあふれていま
す。ふるさと石川の医療新時代を切り開く新県立中央病院を10
ページにわたって特集します。

院院院
は
、
は
、
は
、
は
、
は
高
度
高
度
高
度
高
度
高

県立中央病院長
山田哲司さん

3



明るく、開放的に！
 さらに利用しやすく！
所  在  地／〒920-8530　金沢市鞍月東2丁目1番地
   TEL.076（237）8211（代）
敷地面積／9万6000㎡
延床面積／6万2000㎡
階　　数／地下1階、地上10階、屋上ヘリポート
病  床  数／630床
駐車台数／来院者用 900台（旧病院の解体後）

エントランスホール（1階）
明るく温かな雰囲気が漂う石川らしい落ち着いた吹き抜け空間。総合案内や受付の
ほか、患者さん向けの図書室もあります。また、県立中央病院は基幹災害拠点病院
として、大規模災害時に被災者の応急処置ができるスペースを確保しています。

小児科外来（1階）
お子さまの不安な気持ちが少しでも和らぐよう、1階の小児科外来は、イラス
トや動物の形をしたテーブルなど、かわいらしい雰囲気になっています。

 県産木材
（能登ヒバ）を活用

病棟

病棟

手術室

小児科外来

売店

カフェ

受付・会計

相談室

レストラン

小児病棟

高度集中
治療センター

化学療法室

総合母子
医療センター

正面入口

女性専用外来

採血・採尿室

◀ 時間外
入口

Pick Up

Pick Up 天井には
トキとひゃくまんさん

随所に
石川の技がきらり
ひときわ目を引くのは、兼六園の四
季の花木をテーマにした九谷焼の陶
板壁。ほかにも、案内表示は加賀友
禅で用いる加賀五彩で示し、各フロ
アには県内の伝統工芸作家の作品
を置いています。
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女性専用外来（1階）
全国で初めて、乳がん検診に用いるマンモグラフィやエコー検査
室と診察室を一体的に配置した女性専用外来エリアを設置しまし
た。女性特有の病気の患者さんへのプライバシーに配慮した専用
スペースで、安心して診察や検査などを受けられます。

個室的4床室（5～10階）
4床室には、すべてのベッドサイドに十分な採光を確保する大きな窓を
レイアウト。ゆったりとくつろげる空間となっています。

スタッフ
ステーション

東
スタッフ
ステーション

西

西病棟
(古代紫色)

東病棟
(黄土色)

大きな窓を
ベッドサイドに

スタッフ
ステーション

Pick Up

Pick Up

装飾ガラスに
エアリーフローラ

屋上庭園

病棟エリアの5階には、南
側に屋上庭園を設けまし
た。四季折々の草花を眺め
ながら、ほっと一息つくこ
とができます。

病棟は十字の建物を2つ連携さ
せたツインクロス型。中心部に
配置したスタッフステーション
（写真）から、全室を見渡すこ
とができ、スタッフの移動距離も
短くなっています。

ツインクロス 10F 第一種感染症病床
一般病棟

RF ヘリポート

5F がん治療病床
無菌室
一般病棟

4F 手術室
高度集中治療センター
（ICU、HCU、ECU）
総合母子医療センター
（NICU、GCU、MFICU等）
小児病棟

3F リハビリテーション室
血液浄化療法室
化学療法室
予防医療室（人間ドック）
郵便局
理容室／美容室

2F 採血・採尿室
外来部門
内視鏡部門
検査部門
薬剤部門
売店
レストラン

1F 受付・会計
外来部門
放射線部門
救命救急センター
患者総合支援センター
（相談室）
カフェ

6～9F 一般病棟

ここが

大きく

変わりま
した
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こ
ん
な
と
き
、

新
県
立
中
央
病
院
が

心
強
い
味
方
に
！

石
川
県
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
よ
り
高
度
で
専
門
的
な

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
機
能
を
強
化
し
た
新
県
立

中
央
病
院
。
万
が
一
の
と
き
に
は
、
新
病
院
が
県
民
の

皆
さ
ん
の
心
強
い
味
方
と
な
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
く
ま
で
も
一
例
で
す
。

ま
た
、
県
立
中
央
病
院
で
は
、
石
川
県
の
高
度
専
門
病

院
と
し
て
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、
診
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

手
術
部
門
、小
児
科
と
連
携

母
子
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

　

県
で
は
、
以
前
か
ら
産
前
産
後

の
母
子
の
健
康
を
守
る
周
産
期
医

療
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

新
県
立
中
央
病
院
で
は
、
総
合
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
全
国
で
初
め

て
手
術
室
や
小
児
病
棟
と
同
じ
フ

ロ
ア
（
4
階
）
に
配
置
し
、
産
科
・

分
べ
ん
室
か
ら
手
術
室
、
新
生
児

室
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
動
線
を
確

保
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
産
前
か

ら
母
体
・
胎
児
の
状
態
を
適
切
に

把
握
し
、
リ
ス
ク
の
高
い
分
べ
ん

や
緊
急
手
術
、
妊
娠
中
の
内
科
・

外
科
的
な
病
気
な
ど
に
も
迅
速
に

対
応
で
き
、
産
科
・
小
児
科
を
は

じ
め
各
科
が
連
携
し
て
質
の
高
い

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

A
子
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
も
、
か

か
り
つ
け
医
か
ら
の
母
体
搬
送
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
が
県
立
中
央
病
院
に

届
け
ば
、
早
急
に
帝
王
切
開
専
用

手
術
室
で
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
し
、

万
全
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
ま

す
。
救
急
車
到
着
後
は
、
直
通
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
手
術
室
に
搬

送
。
帝
王
切
開
が
必
要
と
診
断
さ

れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
手
術
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
術
後
も

お
母
さ
ん
は
母
体
・
胎
児
集
中
治

療
室
（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）、
赤
ち
ゃ
ん

は
新
生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）
で
治
療
す
る
な
ど
、
新
病
院

は
24
時
間
体
制
で
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

40
歳
で

初
め
て
の

お
子
さ
ん
を

妊
娠
の
Ａ
子
さ
ん

　

待
望
の
お
子
さ
ん
を
妊
娠
中
の
Ａ

子
さ
ん
。
無
事
８
カ
月
に
入
り
ま
し

た
。
今
日
は
出
産
準
備
の
た
め
、
ご

主
人
と
買
い
物
中
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
途
中
か
ら
次
第
に
お

腹
が
痛
く
な
り
、
少
し
出
血
も
み
ら

れ
ま
す
。Ａ
子
さ
ん
夫
婦
は
急
い
で
、

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
た
。

お
腹
の
痛
み
は
さ
ら
に
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
Ａ
子
さ

ん
を
一
目
見
て
、
緊
急
帝
王
切
開
が

必
要
か
も
し
れ
な
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
予
定
日
は
ま
だ
ま
だ
先
で
す
。

CASE.01

小児病棟は明るい雰囲気に 体制を強化した総合母子医療センター

新県立中央病院
ここがポイント

24時間体制で母子の健康を守ります
※写真は旧病院
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県
内
メ
ー
カ
ー
で
働
く
B
夫
さ
ん

（
55
歳
）
は
、
海
外
営
業
部
門
を
取
り
仕

切
る
部
長
と
し
て
、
忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。
休
日
に
な
る
と
、
得
意

の
日
曜
大
工
で
奥
様
ご
希
望
の
棚
を
作

る
な
ど
、
仕
事
場
で
も
ご
自
宅
で
も
頼

り
に
な
る
大
黒
柱
で
す
。

　

そ
ん
な
B
夫
さ
ん
で
す
が
、
同
僚
の

勧
め
も
あ
っ
て
受
け
た
人
間
ド
ッ
ク
で

胃
が
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
自
分
自

身
の
体
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
や

家
庭
生
活
に
つ
い
て
も
心
配
事
ば
か
り

が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。

働
き
盛
り
の

50
代
会
社
員

人
間
ド
ッ
ク
で

胃
が
ん
を
発
見
！

内
視
鏡
・
手
術
・
化
学
・

放
射
線
が
治
療
の
柱

　

が
ん
は
、
か
つ
て
「
不
治
の
病
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
近

年
で
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
十

分
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
が

ん
の
治
療
法
は
主
に
4
種
類
。
体

に
メ
ス
を
入
れ
ず
に
内
視
鏡
単
独

で
が
ん
を
取
り
除
く
「
内
視
鏡
治

療
」、
体
に
メ
ス
を
入
れ
て
が
ん
を

取
り
除
く
「
手
術
療
法
」、
抗
が
ん

剤
を
投
与
す
る
「
化
学
療
法
」、
が

ん
を
放
射
線
で
狙
い
撃
つ
「
放
射

線
療
法
」
が
あ
り
、
県
立
中
央
病

院
で
は
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

た
集
学
的
治
療
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
療
法
で
医
学
技
術

は
飛
躍
的
に
進
み
、
新
県
立
中
央

病
院
で
は
、
先
進
的
な
が
ん
治
療

を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
備
。
さ

ま
ざ
ま
な
手
術
に
対
応
す
る
た

め
、
手
術
室
を
以
前
の
10
室
か
ら

14
室
に
増
や
し
、
カ
テ
ー
テ
ル
を

挿
入
す
る
血
管
内
治
療
と
外
科
手

術
の
両
方
が
同
時
に
行
え
る
手
術

室
も
整
備
し
ま
し
た
。
同
様
に
、

入
院
す
る
こ
と
な
く
通
院
で
抗
が

ん
剤
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

化
学
療
法
室
も
16
床
か
ら
25
床
に

増
や
し
、
B
夫
さ
ん
の
よ
う
な
現

役
世
代
の
方
で
も
、
働
き
な
が
ら

安
心
し
て
が
ん
治
療
に
臨
め
る
環

境
も
整
備
し
て
い
ま
す
。
新
病
院

は
、
が
ん
の
発
見
か
ら
治
療
ま
で

の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
、
身
体
面
だ

け
で
な
く
、
精
神
面
か
ら
支
え
ら

れ
る
病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

CASE.02

特定集中治療室（ICU）

血管造影しながら手術を行う手術室 最新のMRIを導入

手術室は４室増設

新県立中央病院
ここがポイント
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全
国
初
の
女
性
専
用
外
来

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
、

安
心
し
て
受
診

　

乳
が
ん
を
は
じ
め
と
し
た
女
性

特
有
の
病
気
は
、
Ｃ
美
さ
ん
の
よ

う
な
若
い
世
代
で
も
、
日
ご
ろ
か

ら
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
、
定
期
的
な
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

新
県
立
中
央
病
院
で
は
、
全
国

で
初
め
て
女
性
専
用
外
来
エ
リ
ア

を
設
置
し
ま
し
た
。
女
性
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
男
性
の
目

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し

て
検
査
や
診
察
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
検
査
室
と
診
察
室
が
同

じ
エ
リ
ア
に
あ
る
の
で
、
検
査
や

診
察
の
た
び
に
病
院
内
を
移
動
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、

乳
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
と
エ
コ
ー
検
査

の
両
方
を
受
け
る
場
合
、
こ
れ
ま

で
は
検
査
の
都
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の

検
査
室
で
の
着
替
え
が
必
要
で
し

た
が
、
新
病
院
で
は
２
つ
の
検
査

室
と
更
衣
室
が
エ
リ
ア
内
で
隣
接

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
手
間
が
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
病
院
の
女
性
専
用
外
来
エ
リ

ア
で
は
、
女
性
の
病
気
全
般
に
関

す
る
相
談
や
診
察
も
行
い
、
女
性

に
対
す
る
一
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

CASE.03

　

Ｃ
美
さ
ん（
32
歳
）に
は
最
近
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。入
浴
中
、

胸
に
小
さ
な
し
こ
り
を
見
つ
け
た
ん

で
す
。
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
た

と
こ
ろ
、「
乳
が
ん
の
疑
い
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
念
の
た
め
設
備
の
整

っ
た
県
立
中
央
病
院
で
精
密
検
査
を

受
け
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
紹
介
状

を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
に
か
か
っ

た
こ
と
の
な
い
Ｃ
美
さ
ん
。「
き
っ

と
大
丈
夫
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
結
果
が
分

か
ら
な
い
ば
か
り
に
心
配
で
す
。

胸
に
感
じ
た

小
さ
な
し
こ
り
。

Ｃ
美
さ
ん
の

心
配
事かかかかかか

り
に
り
に
り
に
り
に
り
に
り
にに
心
配
心
配
心
配
心
配
心
配
心

で
す
で
す
で
すすすす
。。。

新県立中央病院
ここがポイント

検査室と診察室を一体的に配置

全国初の女性専用外来エリア女性専用外来エリアの診察室

検査から診察まで安心して受診
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屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備

直
接
、手
術
室
へ
患
者
搬
送

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
る

場
合
、
心
筋

塞
な
ど
、
命
に
か

か
わ
る
危
険
な
病
気
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
一
刻
も
早
く
専
門
の
病
院

に
搬
送
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

D
吉
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
は
、
救
助

要
請
を
受
け
た
県
の
消
防
防
災
ヘ

リ
に
よ
る
救
急
病
院
へ
の
搬
送
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
新
県
立
中
央
病

院
で
は
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整

備
し
、
ヘ
リ
で
の
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
は
直
通
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
や
手
術
室
、
集
中
治
療
部

門
に
迅
速
に
患
者
を
搬
送
で
き
ま

す
。
今
年
秋
ご
ろ
に
は
、
救
急
医

療
に
必
要
な
機
器
な
ど
を
装
備
し

て
医
師
や
看
護
師
が
同
乗
す
る
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
も
予
定
し
、

搬
送
時
間
の
さ
ら
な
る
短
縮
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
新
病
院
で
は
特
定
集

中
治
療
室（
I
C
U
）や
ハ
イ
ケ
ア

ユ
ニ
ッ
ト（
H
C
U
）、救
急
集
中

治
療
室（
E
C
U
）を
手
術
室
の
近

く
に
一
体
的
に
配
置
す
る
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
か
ら
も
高
度
医
療
を
迅

速
に
行
え
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
。
県

立
中
央
病
院
は
、
心
肺
停
止
や
脳

卒
中
と
い
っ
た
命
の
危
険
に
か
か

わ
る
重
症
患
者
、
複
数
の
診
療
科

に
関
係
す
る
救
急
患
者
な
ど
を
24

時
間
体
制
で
受
け
入
れ
る
三
次
救

急
医
療
機
関
で
あ
り
、
新
病
院
で

は
、
そ
の
機
能
の
充
実
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

登
山
中
に

突
然
、胸
に

激
し
い
痛
み
！

CASE.04

新県立中央病院
ここがポイント

屋上に整備したヘリポート

導入予定の機体と同型機のドクターヘリ
写真提供：中日本航空（株）

県消防防災ヘリでの搬送訓練の様子

1階の救命救急センター

　

D
吉
さ
ん（
67
歳
）

の
趣
味
は
、
友
人
に

誘
わ
れ
て
始
め
た

登
山
。
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
を
片
手
に

雄
大
な
景
色
や
高
山

植
物
を
撮
影
す
る
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
す
。

　

今
日
も
仲
間
と
と
も
に
山
登
り

を
ス
タ
ー
ト
し
、
い
つ
も
通
り
快
調

に
歩
い
て
い
た
D
吉
さ
ん
。
山
頂

近
く
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
突
然
、
胸

部
に
激
し
い
痛
み
を
感
じ
、
息
苦
し

さ
を
感
じ
て
動
け
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

当
然
、
山
の
中
で
す
か
ら
車
は

入
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

D
吉
さ
ん
を
担
い
で
下
山
し
て
も
、

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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再スタートを切った県立中央病院。院内外からたくさんの期待の声が寄せられています。

市立輪島病院 病院長

県立中央病院OG

品川 誠さん

高谷 恵子さん

蔦
つ た

井
い

 沙織さん

県立中央病院との連携深め
より安心な地域医療体制を

県民や地域の医療機関に
安心・満足・信頼を

1分1秒を争う救命の現場で
県立中央病院は心強い基幹病院

患者さんに気配りしやすい
ツインクロス型のデザインに

　高度専門医療が必要な場合など、県立中央病院と
連携して、患者さんの診療に当たることがよくありま
す。ですから、建て替えで機能が高まることにも大きな
期待を寄せています。特に注目しているのがドクター
ヘリの導入で、搬送時間の短縮や搬送中から診療でき
るメリットは非常に大きい
と言えます。より安心で
きる地域づくりに向け、
さらに連携を深めていき
たいですね。

　昨年3月まで38年間、看護師や助産師として県立中央
病院に勤務しました。2005年に総合母子医療センター
ができ、12年に「赤ちゃんにやさしい病院」の認定を受
けた病院が、今回の建て替えでその機能をより高め、OG
としてもうれしい限りです。県民や地域の医療機関に、
24時間安心・満足・信頼を
提供できる病院を目指
し、これからも歩んでいっ
てほしいと思います。

　事故や災害などの救命の現場では、1分1秒を争う場
面が少なくありません。小松市内から県立中央病院に
搬送するケースも、年間50～60件ほどあります。新病院
では、救命救急センターと画像検査を行う放射線部門
を一体的に整備するなど、一層の救急体制が整うと聞
いています。命を守る心強い
基幹病院として、県立中
央病院の飛躍に私たち
も期待しています。

　新病院は、上から見ると十字を2つ並べたツインクロ
ス型のデザインです。それぞれの十字の中心にスタッ
フステーション、その周りに病室を配置し、看護師が
患者さんの様子を把握しやすくなりました。4床室も各
ベッドで空調の風量を調節でき、ゆったりと療養でき
ます。この環境を生かし、よ
り患者さん一人ひとりに
あった看護を心がけてい
きたいと思います。

 新県立中央病院に
「私たちも期待しています！」

小松市消防本部中消防署
救急救命士

県立中央病院看護部
看護師

小
こ

谷
や

内
ち

 良華さん

10

内見会で来院

内見会で来院

久保 陽子さん桐谷 武明さん

安心して受診できる
女性専用外来がうれしい

充実した設備を目にし
出産への安心が高まりました

CTやMRIなどの
最新医療機器が気になります

受診環境の向上を目的に
県立高松病院を改築

他にも安全・安心を守る取り組みが進行中
Topics.1

Topics.2

県女性相談支援センターに
パープルサポートいしかわを設置

　県立中央病院の婦人科に通院しています。以前は、
婦人科のすぐ隣にCTやMRIといった検査部門があり、
男性の方も数多く行き来していました。新病院では全
国初の女性専用外来ができ、区切られたスペースにな
るそうで、より安心して受診できると感じています。し
かも、院内にはカフェもで
き、雰囲気も明るくなっ
ています。その点も、とて
もうれしいですね。

　この2月に県立中央病院で初めての出産を控えてい
ます。産科病棟のある4階を中心に見学し、充実した
設備に驚きました。県立中央病院はもともと周産期医
療に力を入れ、以前から信頼していました。新病院で
は、その機能がさらに高まることが分かり、安心感が高
まっています。それにやっぱ
り新しい病院はいいです
ね。実際に目にし、とて
も参考になりました。

　診療放射線技師を目指して勉強中の僕にとって、
一番の関心ごとは最新のCTやMRIなど新病院に導入
されるさまざまな医療機器です。これほどの最新設備
を設置できるということは、県立中央病院には、これ
らの機器を駆使できるスタッフがそれだけ多くいらっ
しゃるということだと思い
ます。地域医療をリード
する先輩方のように、僕
自身もさらに頑張ってい
きたいと思います。

　認知症や精神科に関する医療を提供する高松病
院。1966年の開院から50年以上が経過し、老朽化
が目立つ管理診療棟の改築に取り組みます。受診
環境や、認知症医療の中核病院としての研修環境の
充実を目指し、現在、基本設計を進めているところ
です。

　昨年10月、性暴力被害にあわれた方を支援するた
めの相談窓口「パープルサポートいしかわ」を開設し
ました。電話や面談で相談を受けるほか、カウンセリ
ングや警察への付き添い、医療や法律相談など必
要な支援を相談員がコーディネートします。

相談専用ダイヤル／TEL.076（223）8
はやく

95
ここ へ

5
秘密は厳守します。安心してお電話ください。

県立高松病院
かほく市内高松ヤ36  TEL.076（281）1125

相談受付／月～金曜 8：30～17：15 
※祝日・年末年始を除く
ただし、緊急医療などの緊急を要するご相談は
24時間365日対応しています。

金沢大学 保健学類
放射線技術科専攻3年

中川 義崇さん
　   美智子さん

県立中央病院 TEL.076（237）8211問い合わせ
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smile 石川のボランティア
　

野
々
市
市
に
お
住
ま
い
の
方
を
中
心
に

結
成
す
る
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
く
る
り
ん

ぱ
」。保
育
園
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
高

齢
者
福
祉
施
設
な
ど
で
、地
元
の
民
話
を
は

じ
め
と
し
た
人
形
劇
な
ど
を
披
露
し
て
い

ま
す
。野
々
市
市
内
だ
け
で
な
く
、
金
沢
市

や
白
山
市
、小
松
市
、内
灘
町
な
ど
の
近
隣

市
町
か
ら
も
公
演
依
頼
が
届
く
そ
う
で
、結

成
か
ら
23
年
、出
演
し
た
舞
台
は
２
０
０
回

以
上
に
上
り
ま
す
。

　

人
気
を
呼
ぶ
理
由
の
一
つ
は
、愛
ら
し
く
、

個
性
的
な
手
作
り
の
人
形
や
、
飛
び
交
う

方
言
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
温
か
な
雰
囲
気

で
す
。会
場
に
は
、
映
像
で
は
な
い
生
の
舞

台
に
、ぐ
ん
ぐ
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
く
子
ど

も
や
お
年
寄
り
の
方
々
の
喜
ぶ
顔
が
ず
ら

り
。「
公
演
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
皆
さ
ん
の

表
情
が
私
た
ち
の
や
り
が
い
で
す
」と
、
舞

台
の
雰
囲
気
同
様
の
や
さ
し
い
笑
顔
で
、メ

ン
バ
ー
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、よ
り
よ
い
舞
台
づ
く
り
に
も

余
念
が
な
く
、毎
週
水
曜
日
に
は
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
上
演
し
た
演
目
は
20
作
品
以
上
。

現
在
は「
因い
な
ば幡
の
白
う
さ
ぎ
」な
ど
、新
作
の

練
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、今

年
は
魅
力
ア
ッ
プ
し
た
人
形
劇
で
さ
ら
に

多
く
の
人
た
ち
の
心
を
引
き
つ
け
て
い
き

そ
う
で
す
。

地
元
の
民
話
を
中
心
に

人
形
劇
を
披
露

喜
ぶ
顔
が
や
り
が
い
に

健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に

近
づ
け
、”生
涯
現
役   “で

人形劇サークル
くるりんぱ
（野々市市）

退職した保育士さんを中心に、結成してから23年。現
在は15人ほどの方が参加しています

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット

民話に加え、オリジナル作品もいろいろ。影絵の演目もあります

●問い合わせ

人形劇サークル 「くるりんぱ」

（野々市市社会福祉協議会）TEL.076（246）0112
会長：押田弘子
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石
川
は
、”

 

ご
長
寿
県 “の
上
位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、石

川
県
の
平
均
寿
命
は
、男
性
が
81
・
04
歳
、女
性
が
87
・
28
歳
。さ
ら
に
、平
均
寿
命
の
う
ち
健
康

で
活
動
的
に
暮
ら
せ
る
期
間
を
さ
す
健
康
寿
命
も
、男
性
が
72
・
02
歳
、女
性
が
74
・
66
歳
と
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
デ
ー
タ
を
手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
の
で
す
。と
い
う
の
も
、平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
差（
石
川
県
だ
と
男
性
で
約
９
年
、女
性
で
約
12
・
６
年
）は
、病
気
や
衰
弱
で
介
護
な
ど

が
必
要
な
期
間
を
意
味
し
、
こ
の
差
が
大
き
く
な
る
と
、
医
療
費
や
社
会
保
障
費
を
増
大
さ
せ

る
一
因
と
な
る
と
と
も
に
、本
人
は
も
と
よ
り
家
族
の
負
担
増
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
昨
年
７
月
、１
０
５
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
”

 

生
涯
現
役 

“で
活
躍
さ
れ
た
医
師
・
日
野
原
重
明

さ
ん
の
よ
う
に
は
な
か
な
か
い
き
ま
せ
ん
が
、ど
う
す
れ
ば
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き

る
か
、私
た
ち
も
一
人
ひ
と
り
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
カ
ギ
の
ひ
と
つ
が
、生
活
習
慣
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。実
は
、私
は
15
年
ほ
ど
前
、あ
る

き
っ
か
け
で
生
活
の
リ
ズ
ム
を
が
ら
り
と
変
え
ま
し
た
。腰
に
違
和
感
が
あ
り
病
院
へ
行
っ
た

と
こ
ろ
、「
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
筋
肉
が
落
ち
な
い
よ
う
運
動
を
お
勧
め
し
ま
す
」と
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

　
あ
れ
こ
れ
試
し
て
み
る
な
か
で
、「
す
が
す
が
し
い
早
朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
一
番
」と
、
そ

れ
ま
で
不
規
則
だ
っ
た
就
寝
時
間
を
夜
10
時
と
決
め
、以
来
、朝
５
時
に
起
き
て
約
１
時
間
、金

沢
城
公
園
と
兼
六
園
を
歩
い
て
い
ま
す
。食
事
面
で
も
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
心
が
け
、
お
昼
は

妻
が
手
づ
く
り
し
て
く
れ
る
弁
当
で
野
菜
も
バ
ッ
チ
リ
と
っ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
で
今
日
ま
で
大
き
な
病
気
も
な
く
、
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
体
重
計
に
乗
っ

て
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
内
年
齢
は
、
実
年
齢
よ
り
25
歳
若
い
状
態
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

い
ま
振
り
返
る
と
、「
あ
の
と
き
勇
気
を
も
っ
て
変
え
て
よ
か
っ
た
」と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　
今
月
か
ら
新
し
い
県
立
中
央
病
院
が
開
院
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度
な
医
療
体
制

や
快
適
な
療
養
環
境
が
身
近
に
整
う
こ
と
は
、病
気
に
な
っ
た
と
き
、と
て
も
心
強
い
で
す
が
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
ま
ず「
健
康
が
第
一
」。県
民
の
皆
さ

ま
に
は
、今
年
も
健
や
か
な
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。そ
し
て
、な
に
か
ひ
と
つ
体
に
い
い
こ

と
を
始
め
る
年
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

I N T E RV I E W

地
元
か
ら
続
々
届
い
た

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

２
０
１
７
年
シ
ー
ズ
ン
は
、
目
標

の
一
つ
だ
っ
た
新
人
王
の
タ
イ
ト
ル

を
獲
得
で
き
ま
し
た
。
友
達
や
野
球

ク
ラ
ブ
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
な

ど
、
地
元
の
方
た
ち
か
ら
も
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
入
団
１
年
目
は
実

に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
た
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
年
３
月
に

開
幕
ス
タ
メ
ン
で
出
場
し
た
際
は
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
緊
張
感
で

足
が
震
え
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、５
月

ご
ろ
か
ら
は
プ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
慣

れ
、
良
い
状
態
を
キ
ー
プ
で
き
ま
し

た
。た
だ
、プ
ロ
の
世
界
は
や
は
り
甘

く
な
い
で
す
ね
。
８
月
か
ら
は
相
手

チ
ー
ム
に
研
究
さ
れ
、
連
戦
や
暑
さ

に
よ
る
疲
労
も
重
な
っ
て
、
思
う
よ

う
な
成
績
を
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
い
時
も
あ
れ
ば
、
プ
ロ
の
厳
し

さ
も
知
っ
た
１
年
で
、
自
己
採
点
す

る
と
60
点
く
ら
い
で
す
。
新
人
王
に

は
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
反
省
点
は
い

く
つ
も
思
い
浮
か
び
ま
す
。
シ
ー
ズ

ン
を
通
し
て
試
合
に
出
場
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
見
つ
か
っ
た
課
題

を
克
服
し
、走
・
攻
・
守
そ
れ
ぞ
れ
で

さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

木
場
潟
公
園
が

野
球
人
生
の
出
発
点

　

プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
全
国
を

転
戦
す
る
中
で
、
海
鮮
や
お
米
な
ど

の
お
い
し
い
も
の
が
多
く
、
温
泉
や

自
然
に
も
恵
ま
れ
た
石
川
県
の
魅

力
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
特

に
、ふ
る
さ
と
で
思
い
出
深
い
の
が
、

小
松
市
の
木
場
潟
公
園
で
す
。
週
末

に
な
る
と
、
よ
く
家
族
で
出
か
け
た

場
所
で
、
こ
の
公
園
で
父
と
遊
ん
だ

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
僕
の
野
球
人
生

の
出
発
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、地
元
の
野
球
ク
ラ
ブ
に
入
り
、本

格
的
に
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

　

い
ま
当
時
の
僕
と
同
じ
よ
う
に
、

県
内
に
も
野
球
を
頑
張
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い

ま
す
。み
ん
な
に
は
ぜ
ひ
、野
球
を
好

き
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す

ね
。
野
球
が
上
手
に
な
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
や
は
り
練
習

に
励
む
こ
と
。
練
習
は
う
そ
を
つ
き

ま
せ
ん
。ス
イ
ン
グ
10
本
で
も
、毎
日

コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
る
こ
と
が
成

長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
か
ら
届
く
声
援
は
、
僕

に
と
っ
て
大
き
な
力
で
す
。
今
年
５

月
に
は
金
沢
で
公
式
戦
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
熱
い
応
援

を
味
方
に
、
地
元
球
場
で
活
躍
で
き

る
よ
う
、
新
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ん

先頭バッターとして1年を通して奮闘を見せた京田選手
（写真提供：中日ドラゴンズ）

走
・
攻
・
守
す
べ
て
に

磨
き
を
か
け
て
、

ふ
る
さ
と
の
球
場
で

活
躍
す
る
姿
を
。

プ
ロ
野
球
選
手

京
田 

陽
太

能美市出身で中日ドラゴンズに所属する京田陽太
選手は、入団1年目の2017年シーズン、セ・リーグ新
人選手としては“ミスタープロ野球”こと長嶋茂雄さ
んに次ぐ歴代2位の149安打を放ち、新人王を獲得
しました。一層の活躍が期待される京田選手に、1
年間の振り返りとふるさとへの思いを聞きました。
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き
ょ
う
だ
・
よ
う
た　

１
９
９
４
年
４
月
20
日
生
ま
れ
。寺
井
町（
能
美
市
）出

身
。寺
井
中
学
時
代
、白
山
能
美
ボ
ー
イ
ズ
で
全
国
大
会
ベ
ス
ト
８
。中
学
卒
業

後
は
青
森
山
田
高
校
、日
本
大
学
に
進
学
。大
学
３
年
時
に
東
都
大
学
野
球
リ
ー

グ
で
春
季
２
部
リ
ー
グ
優
勝
、４
年
時
に
は
主
将
を
務
め
、昇
格
し
た
同
リ
ー
グ

１
部
で
優
勝
。中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
入
団
し
た
プ
ロ
１
年
目
は
、主
に
１
番
・
遊

撃
手
と
し
て
１
４
１
試
合
に
出
場
し
、打
率
２
割
６
分
４
厘
、36
打
点
、23
盗
塁

を
記
録
。石
川
県
出
身
者
と
し
て
初
め
て
新
人
王
を
獲
得
し
た
。



風
情
異
な
る
総
湯
と

温
泉
街
め
ぐ
り
は
い
か
が

　

加
賀
四
湯
博
の一番
の
お
す
す
め
は
、

イ
ベン
ト
名
の
示
す
通
り
、加
賀
エ
リ
ア

が
誇
る「
あ
わ
づ
」「
片
山
津
」「
山
代
」

「
山
中
」
の
４
つ
の
温
泉
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
温
泉
街
の
中
心
に
は
、
地
元
の

人
た
ち
が
足
し
げ
く
通
う
総
湯
が
あ

り
、だ
れ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
大
浴
場
か
ら

湖
を
望
ん
だ
り
、九
谷
焼
タ
イ
ル
や
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
が
明
治
時
代
の
温
泉
情
緒

を
演
出
し
て
い
た
り
と
、ど
の
総
湯
も

個
性
的
。
肌
に
な
め
ら
か
な
泉
質
で
、

体
の
疲
れ
を
癒
や
す
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
効
能
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、山

中
温
泉
で
は
、

カ
ニ
汁
大
鍋
を

用
意
す
る
な

ど
、
温
泉
街
で

は
、
冬
な
ら
で

は
の
グ
ル
メ
を

味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

半
島
全
体
が
パビ
リ
オ
ン

週
末
は
能
登
へ

　

今
年
度
、能
登
ふ
る
さ
と
博
は
10
周

年
。
能
登
半
島
全
体
を
巨
大
な
パ
ビ
リ

オ
ン
に
見
立
て
、週
末
を
中
心
に
各
地

で
魅
力
あ
る
イ
ベン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
特
に
、冬
の
能
登
に
は
お
い
し
い
味

覚
が
いっぱ
い
で
、各
地
で
う
ま
い
も
ん
イ

ベン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、１
月
28
日
に
は
、の
と
里
山

海
道
千
里
浜
I
C
近
く
に
、昨
年
7
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
の
と
千
里

浜
」
を
会
場
に
、
新
た
に
「
の
ど
ぐ
ろ

祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。祭
り
当
日
は
、

上
質
な
脂
の
う
ま
味
が
た
っ
ぷ
り
と
口

の
中
に
広
が
る
ノ
ド
グ
ロ
を
使
っ
た
ち
ゃ

ん
こ
鍋
を
振
る
舞
う
ほ
か
、心
も
体
も

温
ま
る
地
元
グ
ル
メ
を
思
う
存
分
、堪

能
で
き
ま
す
。

地
元
だ
か
ら
こ
そ
の

特
別
メニュー
に
舌し

た
つ
づ
み鼓

　

能
登
ふ
る
さ
と
博
期
間
中
は
、各
地

の
協
賛
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
、そ
の

加賀四湯博10周年記念として
フォトコンテストを開催中

のどぐろ祭りには羽咋市内の飲食店も多数出展

カガ子

は心も体も温めてくれ
ろ押しです。ゆったりと
癒やす「加賀四湯博」、
らりと並ぶ「能登ふるさ
らもおすすめ。ご家族や
緒におでかけください。

「加賀四湯博」湯博」&
「能登ふるさと博」るさと博」
を開催中催中

ゆったり
ポカポカ

片山津温泉総湯には「潟の湯」「森の湯」があり、毎日男女で入れ
替わります

片山津

2018年に開湯1300年を迎えたあわづ温泉の総湯

あわづ

能
登
ふ
る
さ
と
博

３
月
18
日（
日
）ま
で
開
催
中
！

冬の能登
プレゼントキャンペーン
　うまいもんイベントに出展し
ている店舗で、商品をご購入い
ただいた方に配布する応募券
で、「冬の能登プレゼントキャン
ペーン」に参加できます。抽選で
能登の特産品セットやのとじま
水族館招待券が当たります。

加
賀
四
湯
博

3
月
31
日（
土
）ま
で
開
催
中
！
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のとドン輪島ふぐをお手ごろ価格で味わえます

1杯のお茶漬けに能登の幸をつめ込んだ「わくらむすび」

寒い冬ですが、県内に
る楽しいイベントがめじ
温泉で日ごろの疲れを

うまいもんがず
と博」はどち
お友達と一

●問い合わせ
粟津温泉観光協会
TEL.0761（65）1834

片山津温泉観光協会
TEL.0761（74）1123

山代温泉観光協会
TEL.0761（77）1144

（一社）山中温泉観光協会
TEL.0761（78）0330

●問い合わせ
「ほっと石川」観光キャンペーン実行委員会
事務局：県観光企画課
TEL.076（225）1542

地
域
な
ら
で
は
の
う
ま
い
も
ん
メ
ニュー

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
和
倉
温
泉
の

旅
館
で
腕
を
ふ
る
う
料
理
人
が
能
登
の

食
材
で
作
っ
た
お
む
す
び
に
だ
し
汁
を

か
け
る「
わ
く
ら
む
す
び
」、天
然
ふ
ぐ

の
漁
獲
量
が
2
0
1
1
年
か
ら
５
年

連
続
日
本一の
輪
島
市
内
で
提
供
す
る

「
輪
島
ふ
ぐ
」
な
ど
、
各
地
域
の
絶
品

メニュー
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
酒
蔵
め
ぐ
り
や
奥

能
登
の
伝
承
行
事
「
あ
え
の
こ
と
」の

見
学
な
ど
の
イ
ベン
ト
も
実
施
。
今
年

は
「
能
登
立
国
１
３
０
０
年
」の
記
念

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
能
登
ふ
る
さ

と
博
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
な
ど
で
、イ
ベン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
を
チェッ
ク
し
、こ
の
機
会
に

能
登
へ
足
を
運
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

検索検索検索検索検 索検 索加賀四湯博

検索検索検索検索検 索検 索能登ふるさと博

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
稿
す
る
だ
け

フォ
ト
コン
テ
ス
ト
も
開
催

　

温
泉
で
じ
っ
く
り
と
体
が
温
ま
っ
た

後
は
ぜ
ひ
、温
泉
街
へ
。
今
年
度
の
加

賀
四
湯
博
は
10
周
年
に
あ
た
り
、３
月

31
日
ま
で
の
期
間
中
、柴
山
潟（
片
山

津
）や
鶴か

く
せ
ん
け
い

仙
渓（
山
中
）、魯ろ

さ
ん
じ
ん

山
人
寓ぐ

う
き
ょ居

跡
い
ろ
は
草
庵（
山
代
）、恋
人
の
聖
地

（
あ
わ
づ
）な
ど
、
加
賀
温
泉
郷
の
お

す
す
め
10
ス
ポ
ッ
ト
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
方
法
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
撮
影
し
た
写

真
を
投
稿
す
る
だ
け（
詳
細
は
加
賀

四
湯
博
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。
参
加
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
、加
賀
温
泉
郷
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
カ
ガ
子
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
、皆
さ
ん
の
自
慢
の
お
写
真
と
と

も
に
、加
賀
温
泉
郷
の
魅
力
を
発
信
し

て
く
だ
さ
い
。

「加賀四湯博」「加賀四
「能登ふるさと博」「能登ふ
を開催中を開うまいもん

満載

冬のおでかけ情報

温泉街の中心にあり、地元の人や観光客でにぎわう山中温泉総湯

山中

山代温泉には総湯、古総湯があり、異なる雰囲気を楽しめます。
写真は古総湯

山代
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.pref.ishikaw

a.lg.jp/ 県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL.076（225）1362 / FAX.076（225）1363

前略 石川県知事 ふるさと納税

Information

石川県知事選挙

3月11日

イメージキャラクター
ひゃくまんごっくん

当日投票できない方は、2月23日（金）から
（県議会議員補欠選挙は3月3日（土）から）、

期日前投票ができます。

●問い合わせ

県選挙管理委員会
TEL. 076（225）1282 / FAX. 076（225）1287

ター
ん

平成29年度明るい選挙啓発ポスター　石川県審査 金賞
珠洲市立蛸島小学校　山﨑 仁華さんの作品

（日）

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
県県民交流課　TEL.076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

投 票
予定日

※欠員が生じている選挙区では、県議会議員補欠選挙も行われます。

投票は
18歳からだよ! !
ぜひ足を運んでね
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